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混状態において定絡電圧のもとに行い，つぎの表に示す試験条

件に対して，整流の火花程度が袋の限度をこえないことを確か

めるものである。なおこの試験は左右両回転方向について行う

ことになっている。

主1{1動般の特性および速度特性は JEC-122 第 6 主主， 補助回

転般の特性および特性曲線は JEC-132 ， 7 によっている。

JEC-122 によれば主電動僚を並列に使用した場合に，負荷の

不平衡を適当の範関内にとどめるために，速度特性の宇野度が次

表の如く 定められている。

速度特性の裕度 (JEC-122， 604 表)

項 界磁状態 裕 度

巻のと Æ格速度の土 3 %

11時間定絡電流における

1証弱界厳における際準i車1 左右両回転の速度室長
l立特性幽線上の 1 時間定

f止弱界磁
栴flî流に対する回転速度
の士4%

全界磁(革I巻のときは指

定界磁)において 1 時間
全界磁 標準速度特性曲線の同一定絡m剖t の 75 % ないし

150百の範囲で， あるm

(Fのと) ftî流に対する回転速度の
2 流に対する回転速度と， は指定

土5 %際準速度特性幽線上の同 磁
一電流に対する回転速度
との差

1止弱界磁において， 1 時
最弱界磁における標準速

!日I定格flî Vlfに対する回転
最弱界磁

度特性曲線上の 1 1時!日l定
3 速度と，傑準特性曲線上

絡1ft流に対する回転速度
の同一1tt流に対する回転

の土6%
速度との差

特別のll~怖がある場合は，本表は協定により別に定めることができ

る.

3 絶縁耐力試験 回転憾の絶縁耐力は絶縁材料の劣化およ

び異常電圧に対しでも十分保証できなければならないので，新

製I時の絶縁耐力試験は定格m圧より相当高い電圧を加圧して行

われる。 この試験電圧の大きさは一般に主電動織は JEC-122

第 7 f:t，事Iì機は JEC-132 ， 月により 2 E + 1 ，500 (E は電車線標

準電圧 (V) または使用電圧 (V)) としている。

4 効率試験主電動僚は JEC-122 第 8 章，補助回転峨は

JEC-132 , 9 によっている。

5 高速試験 主電動機の場合高視状態で 1 1時間定締速度の

200% の高速で 1 分 1M]耐えることを規定したもの (JEC-122 第

9 章)，最大量I!転速度の1.2 1告の高速度で 2 分間耐えることを規

定したもの (A. 1. E. E. ) などがある。国富士では JEC-122 の規

格によっている。締結量は JEC-132 ， 1 0 で高温状態において， そ

の使用 :全純凶における最高回転数の 1.2 倍で 1 分間耐えること

を規定している。この試験は主電動践のように動輸がスリップ

して無負荷状態に近 く なる可能性のあるものでは霊裂な試験の

1 つである。

6 電圧中断言責験 これは電気事が運転中にーたん停電し再

送電されたとき，あるいはパンタグラフが離線したとき等に総

務に奥常を起さないことを確かめるための試験で， JEC-1 22 に

は規定がなく ， JEC-132 には試験項目はあげであるが詳細の

規定はないが，国鉄の仕機密に規定した試験である。主電動機

の場合について述べる と ，最弱界磁において定絡電圧の 60 % の

m圧を加えて 1 時間定絡電流で運転中，一度電流を切り 3 秒

後再び定格の 110 % の電圧を加えたとき ， 火花程度が 8 号以下

助回転滋でも問機の試験を行っている。(沢野周一)
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に よ って電池 SB からの電気回路が構成され電流が流れ，丙駅

および乙駅の検官官号G の指針が傾斜する。丙駅と乙駅の継電線

Rは動作して舌片は a に接触し，電池 LB からの音響総回路が

榊成されて音響総 S が動作する。つぎにm鍵を放すと回路の電

流は断たれるので，継電球Rは動作を失って電池 LB の局部回

路は電流が流れなくなり音響禄 S は復位する。音響骨量は動作す

る場合と動作を失う場合と，それぞれ奥なる音を出すので，甲

駅で電鍵によって電信符号を送信すれば，音響総に符号音を現

出するのである。この際甲駅継電穏は回路から除かれるので動

作しない。丙駅ならびに乙駅からの送信も全く同様に通信する

ことができる。 (剣持敏治)

かいてんしせんばん 回転子旋盤 (英)armature l athe ア

ーマチュア・レース ともいい電動車の電動僚や発電磁の回転子
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回転子旋盤

の整流子閣を加工するために設計された旋盤で，回転子制部ゃ

ねじ部の加l工もできる附造になっている。整流子簡は銅と雲母

とのこ胞が隣り合って連続して円 問転子

筒状になっており ， 炭素のプラ γ 整流子面

と接触して電気を伝えるために， 旦亜門廿下E当納部
この商のl:I'l傷が非常に多い。これ 4三:cコ一一一ー 一五三t=L

を旋高IJ し直し精密な仕上回をつく 匡ヨ

るために本機が使用される。また ......_._，_占........ 

軌部のジャーナノレが焼きつきを起したり ， ピニオンを締付ける

ねじ部が創傷をおこすのでこれらの削正にも利用できる。形状

は普通旋錠とほとんど同一であるが， 回転子の商IJ正に適するよ

うに各部の構造が専門化されている。その例を示せば往復台の

微細送りを平滑にするため，:iìli例の設計て併'J\' 、られるピ ニ オ γ

とラックによる送り 後桝をやめ， ねじと ナ ッ ト による方式を採

用してある。また回転子内部に入りこんだ軸部を旋削できるよ

う ，上部刃物台に自動送り機鱗をつけてある。(山本穣)

かいてんへんりゅうき 回転変流後 (英) rotary converter 

交流電力を直流憶力に変成する回転後械で，直流発電機と交

流同期電動僚を後械的および電気的に組合わせたものである

でかつ怒性の火花が発生しないことを確認する試験である。補 ( ロータリ ーコ ンパーター ともいう )。 回転子の一方に直流発
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